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文
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殿

衆
議
院
議
員
菅
�
人
君
提
出
原
発
の
再
稼
働
と
地
域
防
災
計
画
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
菅
�
人
君
提
出
原
発
の
再
稼
働
と
地
域
防
災
計
画
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百

六
十
六
号
）
に
よ
り
発
電
用
原
子
炉
（
同
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
発
電
用
原
子
炉
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
制

を
行
っ
て
い
る
が
、
同
法
に
お
い
て
、
発
電
用
原
子
炉
の
再
稼
働
を
認
可
す
る
規
定
は
な
い
。

な
お
、
同
委
員
会
は
、
現
在
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
申
請
書
等
に
関
し
、
同

法
第
四
十
三
条
の
三
の
六
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
て
い
る
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の

位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
五
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
五
号
）
等
（
以
下
「
新
規
制

基
準
」
と
い
う
。
）
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
て
い
る
。

二
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
新
規
制
基
準
に
は
、
地
域
防
災
計
画
に
係
る
事
項
は
含

ま
れ
て
お
ら
ず
、
同
計
画
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
発
電
所
が
再
稼
働
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
住
民
の
生
命
、
身
体
及

び
財
産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
に
基

一



づ
き
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
お
い
て
作
成
等
が
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
は
、
原
子
力
防
災
会
議
の
下
、

関
係
府
省
庁
に
よ
る
同
計
画
の
作
成
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。

二


